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主な内容
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宇土市

うと市議会だより
編集／
発行／

2022・2・1　第76号

P2　　　 　 令和3年12月定例会
P4～P13　  一般質問
P14～P16　 委員会報告
P17～P18　 議案・請願等の議決結果
P18　　　　 編集後記

穏やかな晴天のもと開催された成人式
　１月９日（日），ecowin宇土アリーナ（宇土市民体育館）で令和４年成人式が開催されました。今年も新型コロナウイ
ルスの感染予防対策を取りながらの開催となりましたが，式当日は晴天にも恵まれ，友人や恩師との久々の再開に喜び合
うなど，会場は笑顔に包まれていました。

※撮影時のみマスクを外しています



2うと市議会だより　第76号

◆
宇
土
市
道
路
敷
等
占
用
条
例
の
一
部
改
正

　道
路
敷
等
占
用
料
の
額
等
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

•
占
用
料
を
熊
本
県
と
同
程
度
の
水
準
に
改
定
す
る
。

（
占
用
物
件
の
う
ち
主
な
も
の
）
※
１
本
当
た
り
年
間
占
用
料

　第
１
種
電
話
柱

　変
更
前   

５
８
０
円
→
変
更
後
５
６
０
円

　第
２
種
電
柱

　
　変
更
前
１
，０
０
０
円
→
変
更
後
９
７
０
円

•
占
用
料
等
の
納
入
期
限
の
変
更

（
許
可
年
度
分
の
占
用
料
）

　変
更
前

　許
可
の
と
き
に
前
納
→
変
更
後

　許
可
の
日
か
ら

１
月
以
内

（
複
数
年
に
わ
た
る
占
用
を
許
可
し
た
年
度
の
翌
年
度
以
降
の
占
用
料
）

　変
更
前

　毎
年
５
月
末
日
→
変
更
後

　毎
年
度
納
入
通
知
書

に
よ
り
指
定
す
る
期
限

【
施
行
日
】

　令
和
４
年
４
月
１
日

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
９
，２
５
２
万
円
増
額
し
、
総
額
を

２
２
5
億
２
，１
2
６
万
６
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
ふ
る

さ
と
宇
土
応
援
基
金
経
費
、
障
害
児
施
設
給
付
サ
ー
ビ
ス
事
業

経
費
の
増
額
補
正
。

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
０
万
円
増
額
し
、
総
額
を
45
億
３
，

４
３
１
万
８
千
円
と
す
る
。
一
般
被
保
険
者
療
養
費
負
担
金
の
増

額
補
正
。

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　資
本
的
支
出
を
３
７
０
万
７
千
円
増
額
し
、
総
額
を
２
億
８
，

５
０
８
万
９
千
円
と
す
る
。
配
水
管
移
設
工
事
に
係
る
設
計
委

託
料
の
増
額
補
正
。

◆
財
産
の
取
得

　予
定
価
格
２
，０
０
０
万
円
以
上
の
財
産
を
取
得
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
取
得
す
る
財
産
】

　学
習
支
援
ソ
フ
ト
ス
マ
イ
ル
ネ
ク
ス
ト
（
２
３
０
ラ
イ
セ
ン
ス
）

【
取
得
の
方
法
】

　指
名
競
争
入
札

【
取
得
価
格
】

　５
，0
９
３
万
円（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。）

【
契
約
の
相
手
方
】

　株
式
会
社
ア
ン
サ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

◆
宇
土
市
庁
舎
建
設
工
事
（
本
体
工
事
）
請
負
契
約
の
変
更
契

約
の
締
結

　令
和
３
年
３
月
２
日
に
議
決
さ
れ
た
宇
土
市
庁
舎
建
設
工

事
（
本
体
工
事
）
請
負
契
約
に
係
る
建
設
工
事
の
実
施
に
伴
い
、

設
計
の一
部
を
変
更
し
て
実
施
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
契
約

金
額
を
変
更
す
る
も
の
。

契
約

金
額

当
初
契
約
24
億
５
，１
９
０
万
円

変
更
契
約
24
億
９
，５
１
３
万
３
，９
３
８
円

（
増
額
）
４
，３
２
３
万
３
，９
３
８
円

※
右
記
金
額
に
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。

◆
宇
土
市
庁
舎
建
設
工
事
（
機
械
設
備
工
事
）
請
負
契
約
の
変

更
契
約
の
締
結

　令
和
３
年
３
月
２
日
に
議
決
さ
れ
た
宇
土
市
庁
舎
建
設
工

事
（
機
械
設
備
工
事
）
請
負
契
約
に
係
る
建
設
工
事
の
実
施
に

伴
い
、
設
計
の一
部
を
変
更
し
て
実
施
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

契
約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
。

契
約

金
額

当
初
契
約
５
億
７
，４
２
０
万
円

変
更
契
約
５
億
７
，５
３
５
万
２
，６
９
８
円

（
増
額
）
１
１
５
万
２
，６
９
８
円

※
右
記
金
額
に
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。

令和３年 12月定例会 
　12月定例会を11月30日から12月15日まで，16日間の会期で開催しました。

　市長提出議案として，宇土市道路敷等占用条例の一部改正など条例関係6件，令和3年度宇土市一般会計補正

予算など予算関係6件，専決処分の報告及び承認1件，その他5件，議員提出議案として中華人民共和国による人

権侵害問題の解決を促し，日本政府に必要な措置を講ずることを求める意見書の1件が上程され，いずれも原案

のとおり決定しました。

　また，令和3年9月定例会で，決算審査特別委員会に付託し，閉会中の継続審査としていました令和2年度の一

般会計及び各特別会計の歳入歳出決算7件を認定しました。

　議案の主な内容は下記のとおりです。なお，議決結果は17〜18ページに，各委員会での審査内容は，14〜16

ページに記載しています。



3 令和 4 年 2 月 1 日

◆令和３年度宇土市一般会計補正予算（第10号）
歳入歳出それぞれ9億9,252万円を増額し，総額を225億2,126万6千円とする。

費　目
（歳出概要）

補正額
（単位：千円）

歳出の主なもの
（　）内は補正額【単位：千円】　▲は減額補正

総 務 費 770,306 新型コロナウイルス感染症対策事業 [財政課分 ]（20,000）
ふるさと宇土応援基金経費（715,000）

民 生 費 158,419 障害者福祉サービス事業経費（44,074）
障害児施設給付サービス事業経費（95,300）

衛 生 費 ▲19,395 清掃総務費一般経費（▲21,087）

農林水産業費 25,608 農業水路等長寿命化・防災減災事業（24,000）
緊急浚渫推進事業 [農業用ため池］（1,600）

土 木 費 5,989 準用河川改修事業経費（2,200）

消 防 費 34,890 消防団詰所等整備事業（28,839）
自主防災組織連絡協議会設立支援事業（510）

教 育 費 16,003 教室環境整備事業［小学校］（1,300）
教室環境整備事業［中学校］（14,865）

災 害 復 旧 費 700 令和３年８月大雨災害対策経費［農林水産課：単独災害分］（700）

熊本天草幹線道路整備促進を国に要望

　去る，10月15日に，国土交通省九州地方整備局及び八代河川国道事務所，また，12月23日には，熊
本県選出の国会議員及び国土交通省の本省に対して，宇土市を通る国道57号の現状と課題について
の説明を行い，熊本天草幹線道路の必要性，整備促進及び所要の予算額の確保を強く要望しました。
　東京での要望活動では，総務大臣の金子恭之衆議院議員，松村祥史参議院議員，馬場成志参議
院議員に面会し，意見交換を行いました。
また，国土交通省本省訪問の際は，国土
交通省の事務次官，道路局長に直接要望
を伝えることができました。今後の事業促
進に繋がる大変実のある要望活動でした。
　市議会では，平成10年に「地域高規格道
路促進等対策特別委員会」を設置し，熊本
天草幹線道路の早期開通に向けて取り組ん
でいます。

国土交通省での要望活動
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令和３年12月宇土市議会定例会  一般質問一覧表

発言順 氏　　名 質問事項（大項目） 掲載ページ

１ 藤 井　 慶 峰

（1） 元松市政3期目の評価について
（2） 今後，宇土市をどんな町にしていきたいか
（3） 学校給食の無料化について
（4） 轟山麓に埋設されている2.4.5T剤撤去要求の現状について

５

２ 野 口　 修 一

（1） 公共交通と観光
（2） 車を使わない生活
（3） 人権･LGBT･男女共同参画
（4） 子どもの成長と教育

６

３ 樫 﨑　 政 治

（1） 市内の幼稚園，小中学校におけるリスクマネジメントとクライシ
スマネジメント危機管理について

（2） 新型コロナウイルスワクチン接種について
７

４ 宮 原　 雄 一 （1） 宇土市の農業を支えている農地（水田）維持について ８

５ 今中　真之助

（1） 新型コロナウイルス感染症について
（2） 教育行政について
（3） 空き家対策について

９

６ 佐 美 三　 洋

（1） 市道 塩屋・戸口線の戸口町側からの避難路・観光路として
の道路拡幅整備について

（2） 戸口浦堤防（戸口大橋～漁業集落排水施設までの間）の堤
防新設について

１０

７ 福 田　 慧 一

（1） 燃料高騰対策について
（2） 国民健康保険の医療費について
（3） 新型コロナウイルス第6波対策とインフルエンザ予防接種の促

進について
（4） 本市の人口減少に対する取組について

１１

８ 村 田　 宣 雄

（1） 日本型直接支払について
（2） 水田活用の直接支払交付金について
（3） 「みどり食料システム戦略」について

１２

９ 芥 川　 幸 子

（1） 市民サービスの向上について
（2） ごみの少ない循環型のまちづくりについて
（3） 中学生制服の自由選択制について
（4） 保育士の処遇改善について

１３

※上記質問事項については，一部記事として掲載されていない場合もあります。
※上記QRコードから，定例会の録画映像を視聴できます。



一般質一般質 問

5 令和 4 年 2 月 1 日

より安心安全な住みやすい宇土市を目指して

よ
り
住
み
良
い
ま
ち
に
す
る

た
め
に

問  

3
期
目
を
振
り
返
っ
て
自
己
評
価

を
伺
い
た
い
。

答  

第
3
期
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
取
り
組

ん
だ
こ
の
４
年
間
を
総
括
・
検
証
す

る
と
、
最
終
的
に
は
９
割
弱
の
項
目

が
達
成
の
見
込
み
な
の
で
、
成
果
は
挙

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。�

（
市
長
）

問  

私
は
、
引
き
続
き
宇
土
市
民
の
生

活
を
守
る
た
め
に
も
市
長
と
し
て
敏
腕

を
振
る
っ
て
貰
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
。

答  

こ
れ
ま
で
3
期
12
年
、
熊
本
地
震

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

突
発
的
な
事
象
が
発
生
し
、
緊
急
的

な
対
応
を
迫
ら
れ
る
期
間
が
長
期
に

及
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
中
で
常
に
市
民

に
寄
り
添
っ
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対

応
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

れ
は
、
私
な
り
に
は
概
ね
評
価
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
も
、
事

業
者
を
含
め
て
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら

し
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
10
年
後
20
年
後
を
見
据
え
て
、
宇

土
市
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と

誰
も
が
思
え
る
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
、

強
く
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。�

（
市
長
）

学
校
給
食
の
無
料
化

問  

学
校
給
食
を
無
料
化
し
て
欲
し
い

と
い
う
意
見
が
多
く
聞
か
れ
る
が
ど

う
か
。

答  

現
在
、
実
施
し
て
い
る
補
助
事
業

等
は
、
第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
の

給
食
費
を
無
料
に
す
る
「
第
３
子
以

降
学
校
給
食
費
無
償
化
補
助
」、
第
３

子
以
降
の
園
児
又
は
世
帯
所
得
に
よ
っ

て
米
飯
・
パ
ン
以
外
の
副
食
費
を
無
料

に
す
る
「
幼
稚
園
児
に
対
す
る
副
食

費
支
援
」
や
「
米
飯
給
食
炊
飯
業
務

補
助
」
等
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
保
護
者
負
担
軽
減
を

実
施
し
て
い
る
状
況
だ
が
、
今
の
補

助
事
業
等
を
継
続
し
な
が
ら
子
育
て

世
代
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め

（
無
所
属
）

藤
井

　慶
峰

　議
員

て
い
き
た
い
。�

（
市
長
）

2.
4.
5
T
剤
撤
去
の
現
状

問  

白
山
の
裏
山
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

2.
4.
5
T
除
草
剤
撤
去
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答  

令
和
元
年
11
月
に
県
選
出
国
会
議

員
に
対
し
て
完
全
撤
去
に
関
す
る
要
望

書
を
、
市
と
市
議
会
の
連
名
で
提
出
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
令
和
元
年
12

月
に
九
州
森
林
管
理
局
か
ら
「
撤
去
に

つ
い
て
環
境
省
や
専
門
家
な
ど
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
最
新
の
知
見
の
情
報

収
集
を
本
年
度
か
ら
行
っ
て
い
く
」
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。
令
和
2
年
10
月
、

林
野
庁
が
、
今
後
、
埋
設
農
薬
の
試

料
を
採
取
し
、
飛
散
等
に
よ
り
周
辺

環
境
や
人
体
へ
影
響
を
与
え
な
い
手
法

を
検
討
し
て
い
く
た
め
、
埋
設
農
薬
の

管
理
に
関
す
る
調
査
を
行
う
方
針
が

示
さ
れ
、
本
年
度
中
に
は
調
査
を
行

う
予
定
と
の
こ
と
。
な
お
、
令
和
３

年
３
月
に
は
、
九
州
森
林
管
理
局
が

独
自
で
、
埋
設
物
の
位
置
や
大
き
さ

を
特
定
す
る
た
め
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
と

探
索
棒
に
よ
る
調
査
を
実
施
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
、
林
野
庁
の
調
査
を
注

視
し
な
が
ら
、
撤
去
に
向
け
た
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
く
。

�

（
市
民
環
境
部
長
）

宇土市の学校給食 熊本地震後，市庁舎裏の仮設テントで
指揮を執る元松市長



一般質一般質 問

6うと市議会だより　第76号

交通弱者の安全，機能的で選択のできる制服

自転車利用者の反射タスキ 基本は男女共にスラックス（スカートもＯＫ）

歩
行
者
の
安
全
対
策

問  

10
月
の
下
旬
に
は
日
が
暮
れ
る
の

も
早
く
な
り
、
歩
行
者
が
暗
い
路
地

か
ら
出
て
き
て
、
ハ
ッ
と
気
付
く
こ
と

が
あ
る
。
そ
こ
で
徒
歩
通
学
の
中
高
生

の
安
全
策
と
し
て
ど
ん
な
取
組
が
あ

る
か
。

答  

毎
年
、
小
中
学
生
の
通
学
路
の
合

同
点
検
を
実
施
し
、
危
険
箇
所
の
対

策
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
中

学
校
で
交
通
安
全
の
学
習
や
通
学
に

お
け
る
指
導
を
徹
底
し
、
生
徒
の
交

通
安
全
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

 

（
建
設
部
長
）

提
案  

徒
歩
通
学
の
中
学
生
に
、
10

月
～
3
月
の
夕
方
は
反
射
タ
ス
キ
を

付
け
て
も
ら
う
と
視
認
性
が
上
が
り

安
全
で
は
な
い
か
。

自
転
車
利
用
者
の
安
全
対
策

問  

高
齢
者
を
支
援
す
る
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
が
増
え
て
い
る
。
夕
暮
れ

時
、
自
転
車
は
見
づ
ら
い
の
で
、
反
射

タ
ス
キ
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答  

今
後
、
交
通
安
全
教
室
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
際
に
、
自
転
車
利
用
者
が
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
反
射
タ
ス

キ
や
、
重
大
な
被
害
と
な
ら
な
い
よ
う

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
も
啓
発
し
た
い
。

 

（
市
民
環
境
部
長
）

L
G
B
T
の
視
点
か
ら
の

学
校
制
服

問  

L
G
B
T
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
悩
み

か
ら
、
戸
籍
の
性
で
は
な
く
、
本
人

の
考
え
で
制
服
も
着
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。
先
進
的
な
公
立
学
校
で
は
、
多

様
な
組
合
せ
が
で
き
る
制
服
に
変
わ
っ

て
い
る
。
中
学
校
の
制
服
を
見
直
す

時
期
だ
と
思
う
が
、
考
え
を
聞
き
た

い
。

答  

本
市
の
中
学
校
の
制
服
は
、
男
子

が
詰
襟
の
学
生
服
、
女
子
が
セ
ー
ラ
ー

服
。
小
学
生
は
、
半
ズ
ボ
ン
と
ス
カ
ー

ト
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
で
は
、
大
津

町
が
中
学
校
で
ブ
レ
ザ
ー
を
新
た
に

導
入
し
女
子
生
徒
で
も
ス
ラ
ッ
ク
ス
の

着
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。本
市
で
も
、

見
直
す
時
期
と
考
え
る
が
、
導
入
す

る
際
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
の
理
由
だ

け
で
な
く
、
機
能
性
や
防
寒
な
ど
、

様
々
な
要
素
か
ら
最
適
な
制
服
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
教
育
部
長
）

提
案  

制
服
は
基
本
ス
ラ
ッ
ク
ス
で
ス

カ
ー
ト
も
選
べ
る
方
が
良
い
。
寒
風
の

中
を
登
校
す
る
の
は
、
中
学
生
だ
け

で
は
な
い
の
で
小
学
校
の
制
服
も
変
え

る
時
期
と
思
う
。

子
ど
も
の
成
長
と
教
育
　

問  

年
齢
で
は
な
い
、
一
人
一
人
の
個

性
を
尊
重
し
、
落
ち
こ
ぼ
れ
を
出
さ
な

い
教
育
に
つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

答  

一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重
す
る
た

め
に
、
学
校
に
お
け
る
多
様
な
学
び
の

場
を
確
保
し
、
一
人
学
び
、
二
人
学

び
、
グ
ル
ー
プ
学
習
、
一
斉
指
導
な
ど

学
習
内
容
に
応
じ
適
宜
そ
れ
ら
を
取

り
入
れ
た
学
習
が
な
さ
れ
、
通
級
指

導
教
室
、
特
別
支
援
学
級
の
設
置
や

I
C
T
教
育
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
教
育
環
境
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
の
施
策
と
し

て
適
応
指
導
教
室
（
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
）

や
小
規
模
特
認
校
制
度
な
ど
多
種

多
様
な
学
び
が
で
き
る
よ
う
な
教
育

環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

（
教
育
長
）

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

野
口

　修
一

　議
員



一般質一般質 問

7 令和 4 年 2 月 1 日

アレルギー対応室

い
じ
め
防
止
対
策

問  

本
市
に
お
け
る
過
去
３
年
間
の
い

じ
め
事
案
報
告
件
数
の
推
移
及
び
い

じ
め
防
止
の
取
組
や
現
状
は
。

答  

い
じ
め
事
案
は
、
令
和
元
年
度

が
11
件
、
２
年
度
が
５
件
、
３
年
度

は
11
月
現
在
で
２
件
報
告
さ
れ
て
お

り
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
宇
土
市
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
や
学
校
版
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
に
努
め
、
辛
い
思
い

を
す
る
児
童
生
徒
が
一
人
も
い
な
い

よ
う
、
今
後
も
努
め
て
い
く
。

 

（
教
育
部
長
）

小
中
学
校
に
お
け
る
不
審
者

対
策
な
ど

問  

不
審
者
対
策
の
訓
練
の
実
施
状

況
と
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
今
後
の
対

策
は
。
ま
た
、
遊
具
（
ブ
ラ
ン
コ
）

事
故
発
生
後
の
対
応
は
。

答  

小
中
学
校
で
は
、
登
下
校
時
以

外
は
門
又
は
玄
関
を
閉
め
、
不
審
者

が
教
室
内
に
侵
入
し
た
場
合
を
想
定

し
、
警
察
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
刺

股
の
使
用
方
法
な
ど
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
鶴
城
中
に
１
台

設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
防
犯
設
備

の
設
置
の
際
、
防
犯
カ
メ
ラ
と
他
の

設
備
と
を
比
較
し
、
優
先
的
に
設
置

す
べ
き
も
の
か
ら
計
画
し
て
い
く
。

　
遊
具
事
故
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

５
月
に
ブ
ラ
ン
コ
の
事
故
が
発
生
し

た
。
事
故
後
、
遊
具
の
緊
急
点
検
を

実
施
し
、
危
険
性
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
遊
具
を
使
用
禁
止
と
し
て
い
る
。

現
在
、
危
険
と
判
断
さ
れ
た
遊
具
は
、

随
時
補
修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
教
育
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
給
食
へ
の
対
策

問  

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
者
数

と
危
機
管
理
対
策
、
異
物
混
入
の
対

策
は
。

答  
ア
レ
ル
ギ
ー
原
因
食
物
を
取
り

除
い
た
除
去
食
の
対
応
者
数
は
、
今

年
度
10
月
末
現
在
39
人
。
ま
た
、
令

和
４
年
１
月
か
ら
は
揚
げ
物
や
焼
き

物
等
に
お
い
て
別
の
料
理
を
提
供
す

る
代
替
食
の
開
始
を
計
画
し
て
い
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
提
供
に
お
け

る
危
機
管
理
対
策
は
、
市
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
安
全
性
を
最
優
先
に
し

た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
異
物
混
入
対
策
は
、国
の
衛
生
管

理
基
準
や
県
の
手
引
き
に
基
づ
き
徹

底
し
て
い
る
。ま
た
、万
が
一
の
給
食
提

供
中
止
に
備
え
、救
給
カ
レ
ー
の
備
蓄

等
を
行
っ
て
い
る
。 

（
教
育
部
長
）

ワ
ク
チ
ン
接
種

問  

本
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
の
実
施

計
画
及
び
５
歳
以
上
11
歳
以
下
の
接

種
の
考
え
方
は
。

答  

３
回
目
接
種
は
、
国
か
ら
示
さ

れ
た
内
容
を
基
に
準
備
を
進
め
て
お

り
、
12
月
に
医
療
従
事
者
か
ら
順
次

接
種
を
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
５
歳
以
上
11
歳
以
下
の
子
ど
も
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
第
26
回
厚
生

科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン

分
科
会
で
、
こ
の
年
齢
層
の
子
ど
も

の
感
染
状
況
、
諸
外
国
の
対
応
状
況

及
び
小
児
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
・
安
全
性
を
整
理
し
た
上
で
、

引
き
続
き
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
本
市
で
も
重
症
化
し
に
く
い
と

さ
れ
る
子
ど
も
達
へ
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
対
応
し
た
い
。 

（
市
長
）

市内の幼稚園，小中学校におけるリスクマネジメントと
         クライシスマネジメント危機管理について         

（
宇
土
、
み
ら
い
）

樫
㟢

　政
治

　議
員



一般質一般質 問

8うと市議会だより　第76号

宇
土
市
農
業
再
生
協
議
会
に

つ
い
て

問  

宇
土
市
農
業
再
生
協
議
会
の
活

動
概
要
及
び
役
割
、
ま
た
課
題
に
対

し
て
の
取
組
方
針
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答  

主
な
活
動
と
し
て
、
毎
年
、
地

域
の
作
物
振
興
の
設
計
図
と
な
る
水

田
収
益
力
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
米

の
生
産
数
量
目
標
及
び
面
積
の
確
定
、

経
営
所
得
安
定
対
策
に
伴
う
営
農
計

画
書
の
受
付
、
審
査
及
び
現
地
確
認

調
査
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
農

業
者
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
推
進

及
び
こ
れ
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の

行
政
と
農
業
者
団
体
等
の
連
携
体
制

の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦

略
作
物
の
生
産
振
興
や
米
の
需
給
調

整
な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
農
業

振
興
を
推
進
し
、
地
域
農
業
の
中
心

的
な
役
割
を
担
う
組
織
で
あ
る
。

　
近
年
、
農
家
の
高
齢
化
と
兼
業
化

が
進
ん
で
お
り
、
農
家
戸
数
の
減
少
が

見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
不
作
付
地
の
拡

大
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
集
落
機
能
の

維
持
と
水
稲
作
付
面
積
の
維
持
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題
に
対
し
、

地
域
の
作
物
振
興
の
設
計
図
と
な
る
水

田
収
益
力
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
、
農

業
者
ご
と
に
作
付
体
系
に
適
合
し
た

品
目
の
導
入
、
野
菜
等
の
高
収
益
作

物
の
生
産
に
対
し
て
の
支
援
強
化
、
土

地
利
用
型
作
物
の
生
産
合
理
化
の
支

援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

（
経
済
部
長
）

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、

保
全
に
つ
い
て

問  

土
地
改
良
施
設
の
整
備
状
況
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答  

昭
和
29
年
度
の
県
営
か
ん
が
い
排

水
事
業
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
農
業

農
村
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

圃
場
整
備
事
業
等
の
農
業
基
盤
整
備

の
ほ
か
に
も
農
免
道
路
の
整
備
や
湛
水

防
除
事
業
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
県
営

や
市
、
土
地
改
良
区
が
実
施
す
る
団

体
営
と
い
っ
た
事
業
主
体
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
農
業
生
産
性
の
向
上
や
農

地
の
集
積
、
集
約
化
を
行
い
、
農
業

の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

る
。

　
今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
排
水
機

場
等
の
排
水
施
設
に
つ
い
て
、
老
朽
化

や
運
転
等
に
よ
り
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
施
設
か
ら
団
体
営
事
業
や
適
正
化

事
業
を
活
用
し
、
排
水
機
の
運
転
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
改
修
や
維
持
補
修

に
努
め
て
い
く
。
ま
た
各
土
地
改
良
区

か
ら
の
用
水
施
設
に
対
す
る
要
望
に
つ

い
て
も
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
改
修
を
行
い
、
安
定
し
た
農

業
用
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
。 

 
 （

経
済
部
長
）

要
望  

宇
土
市
農
業
再
生
協
議
会
が

主
と
な
っ
て
、
直
接
支
払
い
交
付
金
を

農
家
に
活
か
し
て
、
水
田
面
積
の
維

持
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
、
保
全
に
つ
い
て

は
、
農
家
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

宇土市の農業を支えている農地（水田）維持の取組

（
六
政
会
）

宮
原

　雄
一

　議
員

水田の冠水を防ぐため稼働中の排水施設



一般質一般質 問

9 令和 4 年 2 月 1 日

「こどもプラットフォーム」などネットで検索し，確かな情報を得て判断してください。テレビ，新聞，自治体が言うがままに
すると取り返しがつかないことになります。

子どもへの接種を慎重に判断するために市は情報の開示を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

問  

本
市
で
こ
れ
ま
で
P
C
R
陽
性

が
確
認
さ
れ
た
2
5
2
人
の
経
過

は
。

答  

市
で
は
県
が
公
表
す
る
以
上
の

情
報
を
得
ら
れ
ず
、
陽
性
者
の
経
過

は
把
握
で
き
な
い
。�

（
市
長
）

問  

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
副
反
応
の

状
況
は
。

答  

集
団
接
種
会
場
か
ら
緊
急
搬
送

さ
れ
た
方
は
３
人
お
り
、
現
時
点
で

死
亡
に
つ
い
て
の
相
談
や
報
告
を
受

け
て
い
な
い
が
、
健
康
被
害
で
は
な

い
か
と
救
済
を
申
請
さ
れ
た
方
が
一

人
お
ら
れ
、
現
在
厚
労
省
に
そ
の
内

容
を
報
告
し
、
調
査
を
待
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
ま
た
個
別
接
種
で
の

重
篤
な
副
反
応
の
報
告
は
受
け
て
い

な
い
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

要
望  

ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
の
方
の
ケ

ア
は
市
の
責
務
と
し
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

問  

１
回
目
２
回
目
接
種
者
の
変
化

は
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
薬
品
会
社
バ

イ
エ
ル
社
の
代
表
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
ワ
ク
チ
ン
で
は
な
く
遺
伝
子

治
療
だ
っ
た
と
ワ
ー
ル
ド
ヘ
ル
ス
サ

ミ
ッ
ト
で
発
言
し
た
。
水
面
下
で
は

言
わ
れ
て
い
た
が
、
や
は
り
遺
伝
子

治
療
だ
っ
た
。
3
回
目
は
必
要
な
い

と
エ
ビ
デ
ン
ス
（
数
字
的
根
拠
）
が

示
し
て
い
る
が
、
市
は
３
回
目
接
種

を
積
極
的
に
促
す
の
か
。

答  

１
回
目
の
接
種
後
２
回
目
の
接

種
を
受
け
な
か
っ
た
の
は
65
歳
以
上

で
38
人
、
65
歳
未
満
で
1
5
8
人

で
あ
る
。
3
回
目
接
種
も
希
望
す
る

人
が
漏
れ
な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
体

制
を
整
え
て
行
き
た
い
。

�

（
健
康
福
祉
部
長
）

意
見  

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
れ
ば

来
年
開
発
予
定
の
安
全
な
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
を
待
て
ば
良
い
と
思
う
。

問  

学
校
、
幼
稚
園
で
の
マ
ス
ク
に

関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答  

基
本
的
に
必
ず
着
用
す
る
と
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
十
分
な
身
体
的

距
離
が
確
保
で
き
る
場
合
や
健
康
被

害
が
あ
る
場
合
は
必
要
な
い
。
ま
た

健
康
上
の
理
由
等
が
あ
る
場
合
に

は
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
等
の
着
用

に
も
配
慮
す
る
と
し
て
い
る
。

�

（
教
育
部
長
）

問  

保
育
所
で
の
マ
ス
ク
に
関
す
る

考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答  

一
律
に
子
供
た
ち
に
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
。

保
育
従
事
者
に
お
い
て
は
、
食
事
の

際
以
外
は
原
則
と
し
て
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
い
る
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

要
望  

な
ぜ
保
育
所
と
幼
稚
園
で
扱

い
が
違
う
の
か
。
そ
も
そ
も
小
学
校

で
も
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。
コ

ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
将
来
的
な
健
康
面

も
考
え
て
指
導
を
。

問  

個
人
情
報
に
は
配
慮
し
て
様
々

な
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
ほ
し
い
が
、

い
か
が
か
。

答  

県
が
公
表
す
る
情
報
以
外
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

�

（
健
康
福
祉
部
長
）

要
望  

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
い
選

択
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
市
民
に
寄
り

添
っ
た
情
報
発
信
を
。

問  

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
本

市
の
健
康
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
問
う
。

答  

免
疫
力
を
下
げ
な
い
生
活
習
慣

に
つ
い
て
健
康
づ
く
り
事
業
に
取
り

組
ん
で
行
く
。�

（
市
長
）

要
望  

今
こ
そ
免
疫
力
を
高
め
る
施

策
を
求
め
る
。

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

今
中

　真
之
助

　議
員

私が子どもへの現コロナワクチン接種を阻む理由
①コロナ感染後死亡した10代以下は３人おりますが， ２人は基礎疾患持ちで， １人は交通事故後死亡解剖によってコロ

ナ陽性が判明したケースであり， 子どもは重症化しないウイルスだと言うことが分かっています。
②コロナ感染して重篤化した10代人数はほとんどおらず， 上記の方のみだと言えます。
③対して， ワクチン接種後死亡した10代の人数は５人おります。
④ワクチン接種後副反応の重篤（危篤状態）な10代の人数は296人おります。

（12月３日厚生科学審議会資料、厚生労働省ホームページ， 民間報道資料より）
故に「10代以下へのワクチン接種の勧奨はすべきではない」と考えています。

年代 重篤者数 死亡者数
10代 296 5
20 代 658 21
30 代 695 23
40 代 850 43

年代 重篤者数 死亡者数
50代 677 67
60 代 596 84
70 代 851 240
80代以上 1,321 576
不明 5 1

ワクチン接種後数日以内
・ワクチン接種後死亡者数        1,387人
  （12月3日厚生科学審議会資料1-3-1,1-3-2より）

・接種後重篤者（危篤な状態）数  5,949人
  （12月3日厚生科学審議会資料1-1-1より）

（12月3日厚生科学審議会資料1-1-1より）



一般質一般質 問

10うと市議会だより　第76号

砂に埋もれ老朽化した宇土市で最も低い ！　戸口浦堤防 ！

戸
口
浦
堤
防
の
新
設
に
つ
い
て

問  

昭
和
40
年
に
整
備
さ
れ
た
戸
口
浦

堤
防
（
戸
口
大
橋
か
ら
戸
口
浄
化
セ

ン
タ
ー
間
）
は
、
本
市
で
最
も
低
い
堤

防
で
、
整
備
か
ら
57
年
が
経
過
し
老

朽
化
が
著
し
い
。
そ
こ
で
平
成
29
年

度
及
び
本
年
度
実
施
し
た
当
該
堤
防

の
点
検
診
断
結
果
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答  
平
成
29
年
度
の
点
検
で
、
整
備
当

初
の
堤
防
高
か
ら
最
大
約
60
㎝
の
沈

下
を
確
認
、
更
に
ひ
び
割
れ
等
の
性

能
低
下
も
確
認
し
、
改
良
検
討
が
必

要
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
年

度
に
高
潮
被
害
等
の
浸
水
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
分
析
業
務
調
査
を

実
施
し
、
現
状
の
堤
防
で
は
高
潮
な

ど
の
浸
水
被
害
に
お
い
て
、
地
域
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
が
危
ぶ

ま
れ
る
と
の
診
断
結
果
が
出
て
い
る
。

�

（
経
済
部
長
）

問  

当
該
堤
防
周
辺
住
民
か
ら
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
へ
の
懸

念
、
加
え
て
大
潮
と
台
風
が
重
な
れ

ば
人
命
や
財
産
も
失
う
こ
と
と
な
り
、

非
常
に
怖
い
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聴

い
て
い
る
。
堤
防
新
設
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
尋
ね
る
。

答  

今
回
の
点
検
診
断
の
結
果
、
堤
防

を
高
く
す
れ
ば
高
潮
対
策
の
効
果
が

大
き
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
高
潮
等

浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
堤
防

高
7.
5
ｍ
で
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。
な
お
、国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

来
年
度
に
測
量
・
設
計
、
そ
し
て
令

和
5
年
度
か
ら
の
工
事
着
手
を
予
定

し
て
い
る
。�

（
市
長
）

要
望  

戸
口
町
は
2
3
0
年
前
に
寛

政
の
大
津
波
を
経
験
し
多
く
の
人
命

を
失
っ
て
い
る
。
津
波
に
対
す
る
警
戒

感
も
一
際
強
い
。
新
堤
防
の
整
備
は
、

高
潮
だ
け
で
な
く
津
波
対
策
を
想
定

し
た
堤
防
高
が
必
要
と
考
え
る
。
今

後
は
地
元
漁
港
周
辺
集
落
期
成
会
や

住
民
の
意
見
を
十
分
聴
取
し
進
め
て

貰
い
た
い
。

干
潟
景
勝
地
へ
通
じ
る
戸
口
町
側

か
ら
の
市
道
拡
幅
に
つ
い
て

問  

御
輿
来
海
岸
を
一
望
で
き
る
干
潟

景
勝
地
に
通
じ
る
市
道
は
、
来
訪
車

両
の
増
加
で
離
合
等
渋
滞
が
顕
著
で
あ

る
。
当
該
市
道
の
拡
幅
整
備
及
び
今
後

の
整
備
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

答  

渋
滞
緩
和
や
ス
ム
ー
ズ
な
往
来
を

可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
の

市
道
を
幅
員
5
ｍ
に
拡
幅
整
備
を
予
定
。

な
お
令
和
4
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
着

手
し
、
そ
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
工

事
着
手
を
検
討
し
た
い
。�

（
建
設
部
長
）

問  

早
期
に
全
線
幅
員
5
ｍ
の
拡
幅
整

備
を
望
ん
で
い
る
が
、
買
収
予
定
地
の

地
権
者
が
死
亡
し
未
相
続
等
で
取
得

手
続
き
が
困
難
な
物
件
も
あ
る
の
で

は
。
そ
の
際
は
応
急
的
観
点
か
ら
取
得

可
能
な
物
件
か
ら
で
も
先
行
し
離
合
場

所
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
が
、
市
長

の
考
え
は
。

答  

全
て
の
用
地
買
収
を
終
え
て
か
ら

工
事
に
着
手
す
る
の
で
は
な
く
、
相
続

関
係
者
の
所
在
確
認
等
で
難
航
す
る
場

合
は
、
取
得
可
能
な
土
地
で
尚
且
つ
離

合
箇
所
に
必
要
と
判
断
す
る
場
所
だ
け

で
も
、
先
行
し
整
備
す
る
こ
と
も
考
え

て
行
き
た
い
。�

（
市
長
）

（
無
所
属
）

佐
美
三

　洋

　議
員

戸口浦堤防 令和5年度新設工事着手へ 
干潟景勝の地への市道（戸口町側）拡幅整備 令和4年度～
　　 　＊＊＊  市長から前向きな回答を得る　＊＊＊　 　　



一般質一般質 問

11 令和 4 年 2 月 1 日

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
つ
い
て

問  

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
に
は
、
教

育
費
や
保
育
所
の
費
用
、
医
療
費
な

ど
経
済
的
負
担
が
大
き
く
、
出
産
の

障
害
に
な
っ
て
い
る
。
出
生
数
を
増
加

さ
せ
る
た
め
に
は
経
済
的
負
担
の
軽

減
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
一つ
と
し
て
、

県
内
自
治
体
で
進
ん
で
い
る
、
中
学

3
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
無
償

化
を
本
市
で
も
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

答  
現
在
本
市
で
は
、
こ
ど
も
医
療
費

を
一
部
助
成
と
し
て
い
る
が
、
他
自
治

体
で
無
償
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、

子
ど
も
の
疾
病
対
策
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
全
額
助
成

を
検
討
し
て
い
く
。�
（
市
長
）

燃
料
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問 

重
油
や
灯
油
な
ど
値
上
が
り
が
続

き
施
設
園
芸
農
家
や
漁
業
者
、
市
民

生
活
に
深
刻
な
影
響
が
で
て
い
る
。
農

業
や
漁
業
に
は
国
の
支
援
が
あ
る
が

不
十
分
で
市
が
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者
な
ど

灯
油
購
入
費
に
助
成
が
必
要
だ
。

答  

現
在
、
農
業
・
漁
業
者
へ
の
支
援

や
家
庭
の
灯
油
代
助
成
の
市
独
自
支

援
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
燃
油

価
格
の
推
移
や
国
や
県
、
他
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
灯
油
の
購

入
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
経

済
拡
大
商
品
券
」
を
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

�

（
経
済
部
長
・
健
康
福
祉
部
長
）

子
ど
も
に
課
税
さ
れ
る

国
保
税
均
等
割
の
廃
止
を

問  

全
く
収
入
の
な
い
子
ど
も
に
国
保

税
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
る
の
は
問

題
で
あ
り
改
善
す
べ
き
と
の
声
を
受
け

て
、
国
は
来
年
4
月
よ
り
未
就
学
児

に
対
す
る
均
等
割
を
5
割
軽
減
す
る
。

こ
れ
を
受
け
、
市
が
均
等
割
分
を
負

担
し
高
校
3
年
生
ま
で
の
均
等
割
を

な
く
す
べ
き
だ
。

答  

小
学
生
か
ら
高
校
生
以
下
の
軽

減
額
は
、
本
市
が
全
額
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
現
在
の
国
民

健
康
保
険
の
財
政
状
況
で
は
困
難
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
全
国
市
長
会
等

を
通
し
て
、
国
の
支
援
策
拡
大
に
つ
い

て
要
望
す
る
。�

（
市
民
環
境
部
長
）

生
活
困
窮
者
や
学
生
、事
業
者

支
援
に
つ
い
て

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
長

期
化
し
、
市
民
生
活
や
企
業
活
動
に

影
響
が
出
て
い
る
。
解
雇
や
雇
い
止
め

な
ど
で
収
入
が
な
く
生
活
に
苦
し
ん
で

い
る
人
が
増
え
て
い
る
。
生
活
困
窮
者

や
学
生
、
事
業
者
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
市
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答  

市
独
自
で
は
な
い
が
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
1
世
帯
当
た
り
10
万
円

給
付
の
他
、
生
活
が
苦
し
い
学
生
へ
の

給
付
金
が
閣
議
決
定
し
て
い
る
。
他
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
金
」、「
生
活
福
祉

資
金
の
特
例
貸
付
」、「
住
居
確
保
給

付
金
」
の
申
請
受
付
期
間
延
長
や
要

件
が
緩
和
さ
れ
た
。

　
市
内
中
小
事
業
者
等
に
は
、「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
適
用
や
感

染
拡
大
の
い
わ
ゆ
る
第
４
波
、
第
５

波
に
対
応
し
て
各
種
給
付
金
を
支
給

し
た
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

（
共
産
党
）

福
田

　慧
一

　議
員

こども医療費は県内の15自治体が中学3年生まで，26自治体が
　  高校3年生まで無料，本市でも中学3年生まで無料に　 

登校中の中学生



一般質一般質 問

12うと市議会だより　第76号

ご存知ですか，みどりの食料システム戦略を

みどりの食料システム戦略

日
本
型
直
接
支
払
い
に
つ
い
て

問  

日
本
型
直
接
支
払
は
、
３
つ
の
交

付
金
の
総
称
の
農
政
用
語
で
あ
り
、
⑴

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、
⑵
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
、
⑶
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
が
あ
る
。

そ
こ
で
３
つ
の
交
付
金
の
対
象
面
積
と

普
及
推
進
の
現
状
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答  

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
利
用

面
積
は
、
水
田
9
6
7
ha
、
畑
58
ha

で
合
計
1
0
2
5
ha
。
本
市
の
全
耕

地
面
積
6
4
9
9
ha
に
対
し
15.
8
％

の
利
用
率
で
あ
る
。
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
は
、
取
組
総
面
積

が
58.
1
ha
で
全
耕
地
面
積
に
対
し

0.
9
%
の
利
用
率
で
あ
る
。
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
は
、
飼
料

作
物
以
外
で
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農

家
3
戸
で
組
織
さ
れ
る
宇
土
市
環
境
営

農
組
合
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
取
組
総

面
積
は
12.
8
ha
で
全
耕
地
面
積
に
対

し
0.
2
%
の
利
用
率
で
あ
る
。

�

（
経
済
部
長
）

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

に
つ
い
て

問  

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
は
、

国
が
転
作
作
物
の
対
象
品
目
や
助
成
単

価
を
全
国
一
律
で
設
定
す
る
戦
略
作
物

助
成
と
、
県
や
地
域
再
生
協
議
会
が
使

途
や
単
価
を
決
め
る
産
地
交
付
金
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
戦
略
作
物
と
単
価
及
び

産
地
交
付
金
の
作
物
と
単
価
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答  

戦
略
作
物
助
成
は
、
麦
・
大
豆
・

飼
料
作
物
・
W
C
S
用
稲
・
加
工
用
米
・

飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
の
複
数
年
契
約

等
に
助
成
。
産
地
交
付
金
は
、
国
の
戦

略
作
物
を
基
に
県
や
地
域
の
重
点
転
作

作
物
に
対
し
助
成
。
県
が
設
定
す
る
作

物
や
単
価
の
助
成
メ
ニ
ュ
ー
は
4
品
目

で
、
本
市
の
農
業
再
生
協
議
会
が
設
定

す
る
作
物
や
単
価
の
助
成
メ
ニ
ュ
ー
は

9
品
目
で
あ
る
。�

（
経
済
部
長
）

要
望  
国
内
で
の
需
要
が
あ
る
麦
・
大

豆
は
、
他
の
転
作
作
物
に
比
べ
所
得
が
低

く
見
劣
り
し
て
い
る
。
麦
・
大
豆
へ
の
転

作
支
援
と
し
て
、
産
地
交
付
金
を
増
額

し
他
の
作
物
同
等
の
所
得
補
償
が
必
要
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
に
つ
い
て

問  

農
林
水
産
省
は
2
0
2
1
年
5
月

に
農
政
の
一つ
の
柱
と
し
て
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、
具

体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
、
農
業
の
環

境
負
荷
低
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
当
該
戦
略
の
数
値
目
標
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答  

農
林
水
産
省
は
、
数
値
目
標
と
し

て
2
0
5
0
年
ま
で
に
⑴
農
林
水
産
業

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
、
⑵

有
機
農
業
の
取
組
面
積
を
1
0
0
万
ha

に
拡
大
、
⑶
化
学
農
薬
の
使
用
量
50
％

低
減
、
⑷
化
学
肥
料
の
使
用
量
30
％
低

減
、
⑸
化
石
燃
料
を
使
用
し
な
い
施
設

へ
の
移
行
等
を
掲
げ
て
い
る
。

�

（
経
済
部
長
）

要
望  

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
有
機
農
業
で
あ
る
。

本
市
の
場
合
、全
耕
地
面
積
6
4
9
9ha

に
対
し
そ
の
25
％
の
1
6
2
5
ha
が
目

標
面
積
に
当
た
る
。
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
短
期
中
期
長
期
の
推
進
計
画
の

策
定
・
有
機
農
業
推
進
協
議
会
の
設
置

を
要
望
す
る
。

（
宇
土
、
み
ら
い
）

村
田

　宣
雄

　議
員

〇有機農業に取り組もう
〇土づくりを実践しよう
〇肥料・農薬の削減に取り組もう
〇スマート農業への取組を検討しよう
〇二酸化炭素排出量実質ゼロを目指そう



一般質一般質 問
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リサイクル率向上のための取組
資源ごみ収集（入地中央区）

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

問  

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
ひ
と
月
の
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
医
療
費
は
、
初

回
に
一
度
高
額
療
養
費
と
し
て
申
請
す

れ
ば
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
を
対
象
に

自
動
で
指
定
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
市
で
も
高
額
療
養

費
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
を
早
く
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

答  
来
年
度
か
ら
導
入
す
る
方
向
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。（
市
民
環
境
部
長
）

問  

職
員
の
接
遇
向
上
に
む
け
て
、
ど

の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。
接

遇
向
上
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

答  

接
遇
の
必
要
性
を
定
期
的
に
周
知

し
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
職
員

研
修
の
重
点
科
目
に
接
遇
研
修
を
設

定
し
、
派
遣
し
て
い
る
。
今
後
、
接

遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
理
し
、
全
職
員
が

や
さ
し
い
対
応
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た

接
遇
対
応
を
心
が
け
て
い
く
。

�

（
総
務
部
長
）

ご
み
の
少
な
い
循
環
型
の

ま
ち
づ
く
り

問  

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
の
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
。

答  

５
Ｒ
エ
コ
ラ
イ
フ
の
周
知
・
啓
発

や
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
制
度
に
加

え
、
生
ご
み
の
水
切
り
で
水
分
量
を

減
ら
す
な
ど
、
ご
み
の
総
量
を
減
ら

す
取
組
を
行
い
、
民
間
等
と
も
協
力

す
る
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
平

成
30
年
度
の
14.
6
％
以
上
の
15
％
台

に
上
昇
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　�

（
市
民
環
境
部
長
）

問  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法

の
施
行
に
あ
た
り
、
現
在
回
収
し
て
い

る
廃
プ
ラ
以
外
の
プ
ラ
ご
み
の
資
源
化

に
つ
い
て
。

答  

今
後
、
国
か
ら
の
情
報
な
ど
を
注

視
し
、
分
別
方
法
の
見
直
し
や
そ
の

時
期
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

�

（
市
民
環
境
部
長
）

中
学
校
制
服
の
自
由
選
択
制

問  

防
寒
や
防
犯
な
ど
機
能
性
や
ジ
ェ

作
支
援
と
し
て
、
産
地
交
付
金
を
増
額

し
他
の
作
物
同
等
の
所
得
補
償
が
必
要
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
に
つ
い
て

問  

農
林
水
産
省
は
2
0
2
1
年
5
月

に
農
政
の
一つ
の
柱
と
し
て
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、
具

体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
、
農
業
の
環

境
負
荷
低
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
当
該
戦
略
の
数
値
目
標
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答  

農
林
水
産
省
は
、
数
値
目
標
と
し

て
2
0
5
0
年
ま
で
に
⑴
農
林
水
産
業

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
、
⑵

有
機
農
業
の
取
組
面
積
を
1
0
0
万
ha

に
拡
大
、
⑶
化
学
農
薬
の
使
用
量
50
％

低
減
、
⑷
化
学
肥
料
の
使
用
量
30
％
低

減
、
⑸
化
石
燃
料
を
使
用
し
な
い
施
設

へ
の
移
行
等
を
掲
げ
て
い
る
。

�

（
経
済
部
長
）

要
望  

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
有
機
農
業
で
あ
る
。

本
市
の
場
合
、全
耕
地
面
積
6
4
9
9ha

に
対
し
そ
の
25
％
の
1
6
2
5
ha
が
目

標
面
積
に
当
た
る
。
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
短
期
中
期
長
期
の
推
進
計
画
の

策
定
・
有
機
農
業
推
進
協
議
会
の
設
置

を
要
望
す
る
。

ン
ダ
ー
レ
ス
な
ど
時
代
の
流
れ
に
合
わ

せ
、
制
服
の
選
択
制
を
導
入
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
生
徒
や
保
護
者
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

答  

市
立
中
学
校
の
制
服
は
、
制
服
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
見

直
し
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
制
服
の
選

択
制
の
導
入
は
、
各
学
校
の
裁
量
に
よ

る
が
、
当
該
生
徒
や
保
護
者
の
意
向

の
ほ
か
、
周
囲
の
生
徒
等
へ
の
配
慮
な

ど
慎
重
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
多
様
性
に
配

慮
し
た
制
服
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に

当
た
り
、
今
後
、
他
自
治
体
の
事
例

等
の
調
査
・
研
究
を
進
め
、
先
ず
は

校
長
会
等
で
議
論
を
深
め
、
各
学
校

と
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
教
育
部
長
）

保
育
士
の
処
遇
改
善

問  

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
対
す
る
市

独
自
の
支
援
に
つ
い
て
。

答  

予
備
保
育
士
確
保
促
進
事
業
と

し
て
、
保
育
所
に
対
し
、
年
度
当
初

か
ら
児
童
数
に
か
か
る
保
育
士
の
配

置
基
準
を
超
え
て
、
新
た
に
保
育
士

を
配
置
し
た
場
合
に
人
件
費
を
助
成

し
、保
育
の
受
け
皿
を
確
保
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
士
の
子
ど
も
の
入
園
に
一

定
の
配
慮
を
し
て
い
る
。

�

　（
健
康
福
祉
部
長
）

（
公
明
党
）

芥
川

　幸
子

　議
員
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《
議
案
関
連
》

宇
土
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
及

び
宇
土
市
健
康
福
祉
館
条
例
の
一
部
改
正

問
　
行
政
手
続
き
の
押
印
の
見
直
し
の
た
め
の
条

例
改
正
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
も
同
様
の
改
正
を

全
庁
的
に
行
って
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決
が
必

要
で
あ
る
た
め
本
定
例
会
に
議
案
と
し
て
提
出
し
て

お
り
、
対
象
と
な
る
条
例
は
2
件
で
あ
る
。
他
に

も
議
会
の
議
決
を
必
要
と
し
な
い
規
則
や
要
綱
等

で
定
め
て
い
る
様
式
等
の
改
正
が
あ
り
、
最
終
的

に
約
1,
4
0
0
件
の
改
正
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１０
号
）

（
委
員
か
ら
意
見
）
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
に
つ
い

て
、
事
業
用
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

処
理
す
る
場
合
、
1
ト
ン
当
た
り
何
万
円
と
い
う

処
理
費
が
か
か
っ
て
い
る
。
事
業
所
が
自
ら
処
理

す
る
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
り
、
事
業
所
に
対
し

て
も
積
極
的
に
減
量
し
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
を

お
願
い
し
た
い
。

問
　
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
補
助
金
に
つ
い
て
、

家
財
道
具
撤
去
等
と
物
件
改
修
に
係
る
費
用
に
対

す
る
補
助
と
の
こ
と
だ
が
、ど
の
よ
う
な
場
合
に
対

象
に
な
る
の
か
。

答
　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
を
利
用

し
て
市
外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
て
い

る
。物
件
の
所
有
者
か
利
用
者
の
う
ち
費
用
を
負

担
さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
す
る
。

問
　
移
住
し
て
か
ら
短
期
間
で
転
出
さ
れ
る
よ
う

な
方
が
い
た
場
合
、補
助
金
の
返
還
等
も
あ
り
え

る
の
か
。

答
　
物
件
改
修
の
内
容
に
よって
異
な
る
が
、5
年

間
は
居
住
し
て
い
た
だ
く
制
約
を
設
け
て
お
り
、そ

れ
に
反
し
た
場
合
、補
助
金
の
返
還
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。

問
　
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
設
立
支
援
事

業
に
つ
い
て
、こ
の
協
議
会
は
、各
行
政
区
単
位
で

設
立
す
る
の
か
。

答
　
ま
ず
は
、校
区
別
に
7
つ
の
協
議
会
の
設
立

を
目
指
し
て
お
り
、将
来
的
に
は
各
行
政
区
の
自

主
防
災
組
織
を
統
括
し
て
い
た
だ
く
形
を
予
定
し

て
い
る
。大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
運
営
等
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
定
期
的
に
総
会
等
を
開
催
し
、

実
の
あ
る
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

《
議
案
以
外
》

選
挙
の
投
票
率
に
つ
い
て

問
　
市
の
投
票
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
る
が
、今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。

答
　
期
日
前
投
票
所
に
花
園
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
を
追
加
し
、5
箇
所
に
増
設

し
て
い
る
。今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
率

は
、前
回
の
平
成
29
年
度
の
53.
17
％
か
ら
0.
26
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、53.
43
％
と
なった
。こ
の
う
ち
全
体

の
43.
5
％
が
期
日
前
投
票
で
あ
り
、投
票
の
傾
向
が

期
日
前
投
票
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。特
に
、宇
土
シ
テ
ィ

モ
ー
ル
の
投
票
所
で
は
、1
日
平
均
3
3
4
人
の
投

票
が
あっ
た
。投
票
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、今
後
も

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

《
議
案
関
連
》

令
和
3
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）

問
　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
経
済
拡
大
商
品
券

に
つ
い
て
、宇
土
市
で
は
一
人
一
律
3,
0
0
0
円
の

商
品
券
を
給
付
し
た
が
、違
っ
た
取
組
を
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
と
聞
く
。自
治
体
ご
と
に
独
自
に
計
画

し
行
って
い
る
の
か
。

答
　
自
治
体
ご
と
に
行
っ
て
お
り
、近
隣
自
治
体
で

は
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。し
か
し
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
場
合
、一
旦
、市

民
の
方
が
商
品
券
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
、購
入

希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。今

回
、本
市
で
は
、消
費
喚
起
策
と
し
て
よ
り
効
果
的
に

実
施
す
る
た
め
、年
末
年
始
に
間
に
合
う
よ
う
短
期

間
で
実
施
で
き
る
商
品
券
の
一
律
給
付
と
い
う
方
法

を
とっ
た
。併
せ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

困
ら
れ
て
い
る
事
業
所
を
支
援
す
る
た
め
、各
種
給

付
金
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

令
和
3
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

問
　
防
災
重
点
た
め
池
看
板
設
置
工
事
に
つ
い
て
、

市
内
に
あ
る
た
め
池
の
全
て
に
こ
の
看
板
を
設
置
す

る
の
か
。

答
　
市
内
に
は
26
箇
所
の
防
災
重
点
た
め
池
が
あ
る

が
、そ
の
内
の
23
箇
所
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。設

置
場
所
に
つ
い
て
は
、た
め
池
や
地
区
の
公
民
館
に
設

置
す
る
予
定
で
あ
り
、行
政
区
長
や
た
め
池
管
理
者

の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
議
案
以
外
》

宇
土
市
空
家
等
対
策
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

問
　
取
組
施
策
の
中
に
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、具
体
的
に
ど
う

いっ
た
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
　
利
活
用
に
特
化
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
登

用
す
る
な
ど
し
、市
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て
空
家

等
を
改
修
し
、地
域
住
民
等
が
集
え
る
場
所
な
ど
を

整
備
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
を
図
って
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
空
家
等
対
策
計
画
に
つ
い
て
、各
地
区
に
連
絡

は
し
て
い
る
の
か
。

答
　
各
地
区
の
区
長
に
は
、計
画
の
策
定
後
に
今
後

の
取
組
内
容
に
つ
い
て
連
絡
す
る
予
定
で
あ
る
。ま

た
、併
せ
て
空
家
の
所
有
者
へ
も
連
絡
を
行
い
周
知
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）各
地
区
の
区
長
に
事
前
に
意
見
を
聞

く
こ
と
も
有
効
だ
と
考
え
る
。是
非
、検
討
し
て
ほ
し
い
。

地
籍
調
査
誤
り
修
正
の
進
捗
及
び
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
報
告

　
今
年
度
に
再
調
査
を
実
施
し
て
い
る「
平
成
21
年

度
調
査
区
域
の
2
字
」及
び「
平
成
25
年
度
調
査
区

域
の
11
字
」に
つ
い
て
は
、7
月
か
ら
現
地
立
会
い
を

開
始
し
、10
月
末
頃
ま
で
に
全
て
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。現
在
は
、そ
の
立
会
い
時
に
決
め
た
筆
界
の
測

量
工
程
に
入
って
お
り
、年
度
末
ま
で
に
地
籍
調
査
成

果
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
閲
覧
を
行
っ
た
昨

年
度
の
地
籍
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、9
月
中
旬
に

国・県
へ
認
証
請
求
を
行
って
お
り
、今
後
、認
証
承
認

が
得
ら
れ
れ
ば
、登
記
を
行
う
た
め
速
や
か
に
法
務
局

へ
送
付
す
る
計
画
で
あ
る
。

園田茂委員長

総
務
市
民

総
務
部
・
企
画
部
・
市
民
環
境
部

行
政
委
員
会
な
ど
を
所
管

西田和徳委員長

経
済
建
設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管
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《
議
案
関
連
》

令
和
3
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
今
回
の
補
正
予
算
は
3
回
目
接
種
分
だ
が
、

1
回
目
や
2
回
目
の
接
種
を
し
て
い
な
い
方
が

希
望
す
れ
ば
、
ま
だ
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

答
　
特
定
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
常
に
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
や
接
種
希

望
者
の
状
況
に
よ
り
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
る
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証
や
陰
性
証
明
書
が
い

ろ
ん
な
場
面
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ

が
、陰
性
証
明
書
の
有
効
期
間
等
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
陰
性
証
明
書
は
、P
C
R
検
査
を
行
っ
て
か

ら
72
時
間
し
か
有
効
で
は
な
い
。必
要
な
と
き
に

は
、そ
の
都
度
、有
料
の
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。な
お
、陰
性
証
明
書
が
必
要
な
方
に
対
し
て
、

国
で
は
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
動
き
が
あ
る
。

令
和
3
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

問
　
障
害
児
施
設
給
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
に
つ

い
て
、給
付
費
が
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、増
加
の

要
因
は
何
か
。

答
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設
自

体
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、利
用
さ
れ
る
方
が
多

く
な
って
い
る
。

問
　
給
付
費
が
増
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
市
の
負
担

も
増
え
る
。市
町
村
間
で
差
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答
　
サ
ー
ビ
ス
利
用
日
数
の
判
定
に
お
い
て
は
、

自
治
体
間
で
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、国
は
こ
れ
を
是
正
す
る
考
え
で
あ
る
。

問
　
小
学
校
の
電
気
代
金
の
増
額
補
正
に
つ
い

て
、ど
う
い
う
理
由
で
不
足
し
て
い
る
の
か
。

答
　
理
由
の
一
つ
と
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
と
し
て
定
期
的
に
換
気
を
行
って
い
る

た
め
、急
激
に
下
が
っ
た
室
温
を
元
に
戻
そ
う
と

す
る
と
き
に
多
く
の
電
力
を
消
費
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）古
い
校
舎
も
あ
る
の
で
、今
後
、

国
か
ら
出
て
く
る
い
ろ
い
ろ
な
助
成
を
活
用
し
て
、

高
断
熱
の
建
物
に
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

《
陳
情
》

陳
情
第
5
号 

「
超
高
齢
社
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援
の
要
望
」

（
委
員
か
ら
意
見
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

最
低
賃
金
法
の
適
用
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、一部
の
職
種
に
お
い
て
は
配
分
金
の
単
価
が

最
低
賃
金
を
下
回
って
い
る
よ
う
だ
。
会
員
の
や

り
が
い
の
た
め
に
も
最
低
賃
金
以
上
の
単
価
設

定
が
必
要
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
会
員
が

増
え
、
増
加
し
て
い
る
発
注
者
か
ら
の
依
頼
に
も

対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
も
最
低
賃
金
を
尊
重
し
た
単
価
の
改

定
を
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
是
非
実
現
し

て
ほ
し
い
。
会
員
の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
あ
って
も
ら
い
た
い
。

野口修一委員長

《
執
行
部
か
ら
の
説
明
》

　
熊
本
宇
土
道
路
、
宇
土
道
路
、
宇
土
三
角

道
路
に
お
け
る
予
算
配
分
及
び
熊
本
宇
土
道

路
、
宇
土
道
路
に
お
け
る
用
地
進
捗
率
、
事
業

進
捗
率
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
報
告
か
ら
変
更
は

あ
って
い
な
い
。

宇
土
道
路

　
令
和
3
年
度
事
業
の
工
事
で
は
、「
熊
本
57

号
網
津
地
区
5
号
工
事
用
道
路
3
期
工
事
」、

「
熊
本
57
号
城
塚
地
区
改
良
12
期
工
事
」
の
2

件
で
入
札
に
伴
う
公
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。
用

地
補
償
で
は
、「
令
和
3
年
度 

国
道
57
号
宇
土

道
路
長
浜
地
区
外
補
償
説
明
業
務
」
で
入
札
に

伴
う
公
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

宇
土
三
角
道
路

　
調
査
設
計
で
、「
令
和
3
年
度
熊
本
天
草
幹

線
道
路
（
そ
の
3
、
そ
の
4
、
そ
の
5
）
測
量

業
務
」
の
3
件
の
入
札
に
伴
う
公
告
が
行
わ
れ

て
い
る
。

《
主
な
質
疑
》

（
委
員
か
ら
要
望
）地
下
水
への
影
響
に
対
す
る

対
策
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
に
確
認
し
て
も
ら
い

た
い
。

答
　
国
土
交
通
省
で
は
、工
事
前
か
ら
水
位
等
を

観
測
し
、資
料
等
を
揃
え
ら
れ
て
い
る
。も
し
も

の
場
合
は
、こ
れ
ら
の
資
料
等
を
基
に
工
事
と
の

因
果
関
係
を
調
査
し
、対
応
を
決
定
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

（
委
員
か
ら
要
望
）（
仮
称
）城
塚
イ
ン
タ
ー
チ
ェン

ジ
及
び（
仮
称
）網
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
周
辺
の

開
発
計
画
に
つ
い
て
、建
設
部
と
企
画
部
で
協
議

を
行
い
報
告
し
て
ほ
し
い
。

答
　
建
設
部
と
企
画
部
で
協
議
を
行
っ
た
。企
画

部
と
し
て
は
、今
後
の
整
備
進
捗
状
況
に
よ
り
、

土
地
利
用
の
構
想
や
方
針
を
示
し
て
、地
域
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
地
域
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。（
仮
称
）城
塚
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、次
年
度

の
予
算
要
求
段
階
で
は
あ
る
が
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
等
の
産
業
利
用
や
住
宅
地
利
用
な
ど
、多
面

的
に
利
用
で
き
る
開
発
計
画
案
の
検
討
や
収
支

計
画
の
作
成
を
行
い
、事
業
採
算
性
及
び
実
現

可
能
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

（
仮
称
）網
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
も
整

備
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、周
辺
エ
リ
ア
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
実
施
計
画
に
位
置
付
け
、遅

延
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
熊
本
宇
土
道
路
、宇
土
道
路
、宇
土
三
角
道

路
の
供
用
開
始
は
同
時
に
行
う
の
か
。

答
　
国
土
交
通
省
か
ら
は
、
供
用
開
始
時
期
に

つ
い
て
、
今
後
の
予
算
配
分
な
ど
未
確
定
要
素

が
多
く
、
工
事
も
終
わ
って
い
な
い
た
め
、
現
段

階
で
は
未
定
と
聞
い
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）今
後
、土
地
利
用
の
構
想
を

検
討
し
て
い
く
う
え
で
、宇
土
市
と
し
て
、熊
本

宇
土
道
路
の（
仮
称
）城
塚
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
ま

で
の
開
通
を
第
一の
目
標
と
す
る
の
か
、宇
土
道

路
の（
仮
称
）網
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
を
併

せ
て
供
用
開
始
す
る
の
か
、十
分
に
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
。

宮原雄一委員長

文
教
厚
生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会
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《
審
査
の
経
過
》

　
執
行
部
に
対
し
、
主
要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る

説
明
書
や
各
種
資
料
の
提
出
、
及
び
あ
ら
か
じ
め
本

委
員
会
か
ら
抽
出
し
て
お
い
た
事
項
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
、
監
査
委
員
の
意
見
書
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
慎
重
に
審
査
を
進
め
た
。

　
委
員
会
は
、
去
る
９
月
24
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

の
間
に
計
７
回
開
催
。
審
査
を
行
う
際
に
は
、「
予

算
の
執
行
に
あ
た
って
、
議
決
の
趣
旨
に
沿
って
適
正

に
、か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
。」ま
た
、そ
の
結
果
、

「
見
込
ん
だ
と
お
り
の
行
政
効
果
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
か
。」
と
い
う
点
を
重
視
し
、
更
に
は
「
今

後
の
行
財
政
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
工
夫
改
善

が
な
さ
れ
る
べ
き
か
。」
と
い
う
視
点
を
も
って
審
査

を
重
ね
た
。

決
算
の
概
要

　
一
般
会
計
歳
入
総
額
は
2
3
3
億
6,
5
7
2
万

円
に
対
し
、
歳
出
総
額
は
2
2
5
億
7,
5
0
2
万

円
、差
し
引
き
7
億
9,
0
7
0
万
円
の
黒
字
。
ま
た
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べき
財
源
を
差
し
引
い
た
、
実
質

収
支
額
は
6
億
1,
0
7
1
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

　
財
政
指
標
に
つ
い
て
、
経
常
収
支
比
率
は
94.
8
％

で
前
年
度
よ
り
0.
7
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
平
成

30
年
度
の
水
準
に
戻
って
い
る
が
、
硬
直
化
し
た
財

政
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
実
質
公
債

費
比
率
は
、
前
年
度
よ
り
0.
5
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

10.
3
％
、
財
政
力
指
数
は
、
0.
5
4
0
で
昨
年

度
よ
り
0.
0
2
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

　
起
債
現
在
高
は
2
0
0
億
7,
5
6
6
万
円
で

前
年
度
末
よ
り
3
億
2,
0
6
4
万
円
の
増
額
、
各

種
基
金
の
年
度
末
現
在
高
は
60
億
3,
6
6
9
万

円
で
、
前
年
度
末
よ
り
1
億
4,
3
7
8
万
円
の
増

額
で
あ
る
。

　
次
に
、
特
別
会
計
は
全
部
で
６つ
あ
り
、
そ
の
歳
入
総

額
は
87
億
8,
6
5
2
万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
は

85
億
3,
3
0
4
万
円
で
差
し
引
き
2
億
5,
3
4
7

万
円
の
黒
字
と
な
って
い
る
が
、一般
会
計
か
ら
4
つ

の
特
別
会
計
に
10
億
9,
9
6
3
万
円
が
繰
出
さ
れ

て
お
り
、
漁
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業
特
別
会

計
で
は
基
準
外
繰
入
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
状

況
と
なって
い
る
。

歳
入
確
保
と
予
算
執
行

　
歳
入
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
33.
63
％
、
58
億

8,
0
3
0
万
円
の
増
加
と
なって
い
る
。

　
自
主
財
源
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
12
億

4,
4
1
5
万
円
増
加
し
て
お
り
、
自
主
財
源
比
率

は
昨
年
度
に
比
べ
3.
44
ポ
イ
ン
ト
減
少
の
31.
38
％

と
なって
い
る
。

　
ま
た
、
不
納
欠
損
額
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計

を
合
わ
せ
て
4,
6
5
0
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
1,
1
2
9
万
円
減
少
し
て
い

る
。

　
予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧・

復
興
及
び
新
た
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
議

決
の
趣
旨
に
沿
って
適
正
な
運
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、

お
お
む
ね
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。

《
主
な
質
疑
》

地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事
業

（
委
員
か
ら
意
見
）
宇
土
―
三
角
間
路
線
に
つ
い
て
、

利
用
者
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
経
費
負
担
が
大
き

い
が
、
コ
ミュニ
テ
ィ
バ
ス
や
ミ
ニ
バ
ス
等
代
替
手
段
を

検
討
し
て
は
。

答
　
通
学
等
で
の
利
用
者
も
お
り
、
路
線
が
廃
止
に

な
れ
ば
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
朝
夕
だ
け
運
行
す
る
よ

う
な
代
替
と
な
る
交
通
手
段
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
不
納
欠
損
額

問
　
令
和
元
年
度
に
お
い
て
、
所
得
区
分
が

5
0
0
万
円
以
上
の
世
帯
で
1
6
0
万
円
以
上
の

不
納
欠
損
が
発
生
し
て
い
る
。
所
得
が
5
0
0
万

円
以
上
と
い
う
と
低
く
は
な
い
と
思
う
が
、
不
納
欠

損
処
分
に
至
っ
た
理
由
は
。

答
　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
世

帯
主
の
所
得
が
低
い
場
合
で
も
、
他
の
世
帯
員
の
所

得
が
高
い
と
世
帯
の
合
計
所
得
が
高
く
な
る
。
差
押

え
等
の
滞
納
処
分
の
対
象
は
納
税
義
務
者
の
み
で
あ

る
た
め
、
世
帯
の
合
計
所
得
が
高
く
て
も
世
帯
主
の

所
得
が
低
い
場
合
は
、
滞
納
処
分
が
行
え
ず
に
結
果

と
し
て
不
納
欠
損
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
ど
も
医
療
費

（
委
員
か
ら
意
見
）
中
学
生
ま
で
を
対
象
と
す
る
本

市
の
こ
ど
も
医
療
費
は
自
己
負
担
が
あ
る
が
、
県
内

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
無
償
化
し
て
お
り
、
宇
土
市

も
す
べ
き
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
国
の
補
助
が
一
切
な
い
と
い
う
の

が
一
番
の
問
題
だ
と
思
う
。
我
々
も
国
や
県
に
対
し

て
要
望
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

多
面
的
機
能
支
払
補
助
金

問
　
県
内
の
自
治
体
で
補
助
金
の
正
し
い
運
用
が
さ

れ
ず
、
5
年
間
分
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
補
助
金

を
支
払
って
い
る
団
体
に
対
し
て
日
常
的
な
指
導
を

行
って
い
る
の
か
。

答
　
年
に
1
回
、
事
業
の
執
行
状
況
の
中
間
調
査
を

行
う
よ
う
県
か
ら
指
導
が
あ
って
い
る
。
来
年
度
か

ら
、
補
助
金
を
支
払
って
い
る
団
体
の
決
算
の
状
況

や
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
間
違
え
が
あ
れ
ば
補
助
金
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
市
と
し
て
も
大
変

な
負
担
に
な
る
。
間
違
え
が
発
生
し
な
い
よ
う
各
団

体
に
対
し
て
適
切
な
指
導
を
お
願
い
す
る
。

市
内
の
空
家
の
状
況
と
今
後
の
計
画

問
　
特
定
空
家
の
調
査
は
終
わっ
た
の
か
。

答
　
昨
年
度
、
市
内
全
域
に
お
い
て
、
空
家
の
実
態

調
査
を
行
い
、
併
せ
て
外
観
目
視
に
よ
る
老
朽
度
判

定
も
実
施
し
た
。
特
定
空
家
の
認
定
に
は
、
老
朽
度

判
定
及
び
危
険
度
判
定
が
必
要
で
あ
り
、
現
段
階
で

は
危
険
度
判
定
を
行
って
い
な
い
た
め
、
特
定
空
家

と
し
て
認
定
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

問
　
特
定
空
家
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
解
体
は
所

有
者
が
行
う
の
か
。
ま
た
、
空
家
の
解
体
に
対
す
る

補
助
は
な
い
の
か
。

答
　
解
体
は
所
有
者
で
行
って
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
危
険
な
空
家
な
ど
の
解
体
に
対
し
て
は
、

現
在
、
市
か
ら
所
有
者
に
対
し
て
解
体
費
用
等
の
一

部
を
助
成
す
る
補
助
金
の
支
給
を
検
討
し
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
各
地
区
に
は
多
く
の
空
家
が
存

在
し
て
い
る
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
市
の
広
報
や
ホ
ー

ムペ
ー
ジ
で
広
く
周
知
を
図
って
ほ
し
い
。

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
復
旧
支
援
事
業

（
委
員
か
ら
意
見
）
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
倉
庫
の

区
か
ら
の
建
替
申
請
1
件
に
つ
い
て
は
、
宗
教
法
人

が
所
有
し
て
い
る
の
で
補
助
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と

は
い
え
ず
、
関
係
書
類
に
文
字
や
住
所
の
誤
り
が
あ

る
な
ど
審
査
や
現
地
確
認
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
た
と

は
思
え
な
い
。
ま
た
、
元
の
建
物
が
あ
っ
た
場
所
か

ら
移
築
し
て
規
模
拡
大
す
る
こ
と
や
用
途
変
更
が
認

め
ら
れ
る
の
か
。
更
に
、
建
築
費
が
建
築
面
積
に
対

し
て
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
執
行
部
か
ら
報
告
）
こ
の
事
業
は
、
宗
教
法
人
が

所
有
す
る
社
務
所
や
神
殿
等
、
宗
教
活
動
の
た
め
に

利
用
さ
れ
る
施
設
で
あ
って
も
、
地
域
住
民
に
貸
し

出
し
、
維
持
管
理
を
行
わ
せ
、
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
活

動
を
実
施
す
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
せ
ば
支
援
可
能

と
県
が
示
し
て
い
る
。
建
設
場
所
は
元
の
場
所
か
ら

若
干
離
れ
て
い
る
も
の
の
同
一
敷
地
内
に
建
て
て
あ

り
、
同
等
同
質
の
建
物
と
し
て
主
た
る
用
途
・
機
能

も
変
わ
って
お
ら
ず
、
一
部
の
補
助
対
象
外
と
し
た

個
所
を
除
き
、
県
が
重
視
す
る
創
造
的
復
興
と
い

う
観
点
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
範
囲
と
判
断
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
築
費
に
お
い
て
は
、
1
級
建
築
士
に
現
地

を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
見
積
内
容
と
大
き

な
隔
た
り
は
な
く
見
積
金
額
相
当
の
建
物
と
の
見
解

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
関
係
書
類
に
文
字
や
住
所
の
誤

り
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
チェッ
ク
が
お
ろ

そ
か
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
十
分
に

注
意
し
た
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
補
助
金
を
出
し
た
後
に
疑
義
が

生
じ
な
い
よ
う
、
審
査
段
階
で
関
係
書
類
等
の
確
認

は
しっか
り
行
って
も
ら
い
た
い
。

西田和徳委員長

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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市長 第５３号 令和２年度宇土市北段原土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

市長 第５５号 令和２年度宇土市漁業集落排水施設整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 〃

市長 第５７号 令和２年度宇土市入学準備祝金給付基金特別会計歳入歳出決算の認定について 〃

市長 第７７号 財産の取得について 可決

市長 第７８号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第２０号　令和３年度宇土市一般会計補正予算（第８号）について 承認

市長 第７９号 宇土市固定資産評価審査委員会条例及び宇土市健康福祉館条例の一部を改正する条例について 可決

市長 第８０号 宇土市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 〃

市長 第８１号 宇土市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〃

市長 第８２号 宇土市老人福祉センター条例の一部を改正する条例について 〃

市長 第８３号 宇土市道路敷等占用条例の一部を改正する条例について 〃

市長 第８４号 宇土市河川占用料等徴収条例の一部を改正する条例について 〃

市長 第８５号 宇土市庁舎建設工事（本体工事）請負契約の変更契約の締結について 〃

賛否のわかれた議案等

提
出
者

会　派　名
議　員　名

件　　名

議
決
結
果

表決数
賛成－反対

宇土、みらい うと
しせい会 六政会 宇土市政研

「志」
嶋
本
　
圭
人

樫
﨑
　
政
治

村
田
　
宣
雄

柴
田
　
正
樹

平
江
　
光
輝

小
崎
　
憲 

一

宮
原
　
雄 

一

山
村
　
保
夫

今
中 

真
之
助

西
田
　
和
徳

野
口
　
修 

一

中
口
　
俊
宏

佐
美
三
　
洋

園
田
　
　
茂

藤
井
　
慶
峰

芥
川
　
幸
子

杉
本
　
信 

一

福
田
　
慧 

一

市
長 第51号 令和２年度宇土市一般会計歳入

歳出決算の認定について
認
定 １５－２ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

市
長第52号

令和２年度宇土市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定
について

認
定 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

市
長第54号 令和２年度宇土市介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定について
認
定 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

市
長第56号

令和２年度宇土市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定
について

認
定 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

議
員

発議
第5号

中華人民共和国による人権侵害問
題の解決を促し，日本政府に必要な
措置を講ずることを求める意見書

可
決 １２－５ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ － 〇 ○ ○ ● 〇 ○

令和3年
請願
第1号

コロナ禍において，子ども達の生
命，人権を守るための請願書

不
採
択

４－１３ ● ● ● ○ ● ● ● ● 〇 ● ● － ● ● ○ ● ○ ●

令和3年
陳情
第3号

別居・離婚後の共同親権及び共同
養育の法整備に関する陳情書

不
採
択

２－１４ ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● － ● ● 〇 ● ● 退

令和3年
陳情
第4号

児童福祉の環境改善に関する陳
情書

不
採
択

１－１５ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● 〇 ● ● 退

◯＝賛成又は採択，●＝反対又は不採択，欠＝欠席，退＝退席，除＝除斥　※議長職の中口俊宏議員は，可否同数の場合のみ裁決するため，「－」と表示しています。



印刷/敷島印刷株式会社
環境保護印刷の
水なし印刷で
印刷しています。
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編 集 後 記
　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため，３月定例会
では一般傍聴の自粛をお願いします。
　今後の市議会の傍聴につきましては，市議会ホームページを御
覧になるか，議会事務局までお問い合わせください。

市議会の傍聴のご案内
　市民の皆様におかれましては新春を晴 し々い
気持ちでお迎えのこととお慶び申し上げます。
今年こそは，コロナ禍からの一日も早い感染終
息を願うばかりです。
　さて，今年は本市におきまして，４月に市長
選挙，１０月に市議会議員選挙が行われます。
投票率アップに是非，御協力をお願いいたしま
す。また，市議会では，市民の皆様の声を市
政へ反映させたいと考えておりますので，忌憚
のない御意見をお聞かせください。
　編集委員会では，より分かりやすい議会だよ
りになるよう努力して参りますので，これからも
「うと市議会だより」を御愛読いただきますよ
うお願いいたします。

編集委員
　委員長／樫﨑政治　副委員長／野口修一
　委　員／園田茂　　　委　員／西田和徳

　３月定例会の日程は，市議会ホームページを御覧になるか，議会
事務局までお問い合わせください。
　広報うと２月号にも掲載しています。

令和4年3月　定例会会期日程

　市議会のホームページで，本会議（定例会・臨時会）の会議録を公
開しています。
[アドレス] https://www.city.uto.lg.jp/
　本会議の会議録（冊子）は，市情報公開コーナー（仮設
庁舎１階ロビー），市立図書館で閲覧できます。
　なお，令和3年12月定例会の会議録は，令和4年3月定例会以降
に閲覧可能です。
[お問い合せ] 市議会事務局　0964-22-1111　内線234

市議会からのお知らせ

提出者 番　号 件　　名 議決結果

市長 第８６号 宇土市庁舎建設工事（機械設備工事）請負契約の変更契約の締結について 可決

市長 第８７号 財産の取得について 〃

市長 第８８号 宇土市道路線の変更について 〃

市長 第８９号 令和３年度宇土市一般会計補正予算（第１０号）について 〃

市長 第９０号 令和３年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 〃

市長 第９１号 令和３年度宇土市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 〃

市長 第９２号 令和３年度宇土市水道事業会計補正予算（第３号）について 〃

市長 第９３号 令和３年度宇土市一般会計補正予算（第９号）について 〃

市長 第９４号 令和３年度宇土市一般会計補正予算（第１１号）について 〃

報告
報告番号 件　　名

第２１号 専決処分の報告について
専決第１９号　損害賠償額の決定について

第２２号 専決処分の報告について
専決第２１号　損害賠償額の決定について

陳情
受 理 番 号 件　名 議決結果

令和３年  陳情第５号 超高齢社会にチャレンジするシルバー人材センターの決意と支援の要望 採択


